
子どもたちの将来を見据え、「今」できること　
　令和６年４月１日改正障害者差別解消法が施行さ
れました。もとの障害者差別解消法（平成28年施
行）では、障がいのある人への「不当な差別的取扱
い」を禁止し、「合理的配慮」および「環境の整備」
を行うこととし、障がいのある人もない人も共に生
きる社会（共生社会）をめざしていました。今回の
改正では、共生社会を実現するための取り組みを推
進するため、地方公共団体だけではなく事業者に
も「合理的配慮」の提供を義務付けることとなりま
した。また、以前とは大きく異なっている点として、
当事者を相手にしているのではないということです。
当事者が頑張って変わらないといけないのではなく、
社会の障壁をなくすことや環境を整えることで、お
互いを理解し助け合うことにより、より良い共生社
会になるということを大事にしています。
■本市でもさまざまな取り組みを推進しています
　本市でも、「すべての子どもをみんなで応援する
まちづくり」をめざし、市民全体で子どもの権利を
理解し尊重した上で、一人一人の成長を見守り、子

どもの最善の利益を優先する社会の実現に向けて、
さまざまな取り組みを推進しています。
　　本市の小・中学校では、一人一人を大切にし、
どの子も人権が尊重されるよう日々取り組んでいる
ところです。障がいのある子の学びの場である支援
学級や通級指導教室においては、子どもの障がい特
性や得意なこと苦手なことをしっかりと正しく捉え、
一人一人に応じた特別の教育課程を設定しています。
学習のみを個別で行う場というのではなく、子ども
の将来の自立や社会参画に向けて「今」必要な支援
や適切な指導を行っています。また、教室での交流
および共同学習について、障がいのある子もない子
も同じ場で学ぶことで、お互いにその子らしさを理
解し、困っているときは助け合い、うれしいときに
は一緒に喜ぶなど、すべての子どもの成長につなが
る仲間づくりを行っています。
　学校で行っているようなことが、最初に述べた法
の理念に基づいて、富田林市や社会に広がっていけ
ば、それが、共生社会への一歩へとつながるのでは
ないでしょうか。

教育指導室（内線364）
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■
超
高
齢
社
会
で
は
介
護
・
支
援
が
必
要

な
期
間
は
約
10
年

　

日
本
は
、高
齢
者
人
口
が
ほ
ぼ
3
割
を

占
め
る
世
界
で
も
有
数
の
超
高
齢
社
会
で

す
。こ
れ
は
、医
療
の
進
歩
や
高
い
健
康
志

向
に
よ
る
平
均
寿
命（
男
81
歳
・
女
87
歳
）

の
伸
び
に
よ
る
も
の
で
す
。し
か
し
、
加
齢

に
よ
る
虚
弱
や
脳
卒
中
・
認
知
症
・
骨
関
節

疾
患
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、自
立
し
た
日

常
生
活
が
で
き
ず
、長
期
間（
約
10
年
）の

介
護
・
支
援
が
必
要
に
な
る
の
が
現
実
で
す
。

■
フ
レ
イ
ル
を
知
る

　
超
高
齢
社
会
で
は
、
病
気
の
発
症
や
悪

化
予
防
と
、
自
分
自
身
で
日
常
社
会
生
活

を
行
え
る
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
れ
に
は
健
康
寿
命
の
終
盤
期

に
感
じ
出
す
心
身
の
衰
え
（
フ
レ
イ
ル
）

の
改
善
が
必
要
で
す
。
フ
レ
イ
ル
は
次
の

①
～
⑤
の
項
目
で
3
つ
以
上
該
当
す
れ
ば

簡
易
的
に
判
断
で
き
ま
す
。
①
体
重
が
半

年
間
で
２
㎏
以
上
減
少
し
た
、
②
握
力
が

低
下
し
た
（
男
28
㎏
未
満
、
女
18
㎏
未
満
）、

③
最
近
訳
も
な
く
疲
労
を
感
じ
る
、
④
歩

行
速
度
が
低
下
し
た
（
１
分
間
で
60
ｍ
未

満
）、
⑤
軽
い
運
動
お
よ
び
定
期
的
な
運

動
を
週
に
1
回
も
し
な
い
。

　
ま
た
、
フ
レ
イ
ル
は
次
の
3
つ
の
要
因

が
重
な
っ
て
進
行
し
ま
す
。
①
持
病
で
の

体
力
低
下
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
筋
力
・
筋

量
・
歩
行
力
の
低
下
）
や
ロ
コ
モ
（
運
動

器
症
候
群
：
移
動
能
力
低
下
）
な
ど
の
身

体
的
要
因
、
②
意
欲
低
下
や
認
知
機
能
低

下
な
ど
の
精
神
心
理
的
要
因
、
③
人
間
関

係
の
希
薄
化
や
社
会
参
加
の
低
下
な
ど
の

社
会
的
要
因
で
す
。

■
フ
レ
イ
ル
期
は
高
齢
人
生
の
分
岐
点

　
フ
レ
イ
ル
へ
の
対
応
は
、
適
切
な
運
動
、

栄
養
、
精
神
活
動
（
趣
味
・
余
暇
の
活
用

な
ど
）
と
社
会
参
加
（
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
）
の
実
践
が
大
切
で
す
。
継
続
で

き
れ
ば
フ
レ
イ
ル
の
軽
減
の
み
な
ら
ず
、

改
善
も
期
待
で
き
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
の
進

行
に
任
せ
た
ま
ま
で
要
介
護
状
態
を
早
く

か
ら
受
け
入
れ
る
の
か
、
実
践
を
継
続
し

て
一
人
で
自
由
に
移
動
で
き
る
健
康
寿
命

を
長
く
保
つ
の
か
、
フ
レ
イ
ル
期
の
生
き

方
は
高
齢
人
生
の
分
岐
点
と
言
え
ま
す
。

■
け
あ
ぱ
る
高
齢
か
ら
だ
塾
を
開
催

　
け
あ
ぱ
る
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命

に
関
わ
る
講
座
と
し
て
、年
４
回「
け
あ
ぱ

る
高
齢
か
ら
だ
塾
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

1
月
は「
心
不
全
と
高
齢
期
を
生
き
る
」を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。申
し
込
み
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
27
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

け
あ
ぱ
る
〔
☎
（28）
８
６
０
０
〕
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川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は
が
き
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま
で
）。
市
内
在

住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
作
品
の
漢
字

や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
号
の
「
俳
句
」
は
１
月
31
日
㈮
、４
月
号
の
「
川

柳
」（
宿
題「
節
」は
２
月
28
日
㈮
）、５
月
号
の「
短
歌
」

は
３
月
31
日
㈪
ま
で
に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て

く
だ
さ
い
。
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、兄弟・
姉妹と一緒に写っている写真でも可）は、写真に、
メッセージ（20字程度）を添え、住所、保護者
と子どもの名前（ふりがな）、撮影時の年齢（月
齢）、電話番号を記入し、封書で左
記の宛先まで応募してください。

　また、市ウェブサイトからもご応募いただけます。
　なお、今応募した場合、掲載は約２カ月後になります。

富
田
林
市
役
所
都
市
魅
力
課

常
盤
町
1
番
1
号

－５８４ ８５１１
住
所
・
氏
名
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号

（

）

宛先

石香　心
こ

桃
と

乃
の

ちゃん（５カ月）
沢山笑って泣いて元気に育っ
てね！

岡本　陽
ひよ

莉
り

ちゃん（３カ月）
これから一緒にたくさん遊ぼ
うね～！♡

浅田　ファジェイちゃん
（８カ月）
動物のぬいぐるみ大好き。
我が家のアイドル♡

森本　恵
え

瑠
る

ちゃん（３カ月）
いつも幸せをくれてありがと
う♡

1
０
０
歳
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
!

大里　マサヱさん大里　マサヱさん

＝
秀
句
＝

ラ
イ
バ
ル
の
嫉
妬
も
バ
ネ
に
金
メ
ダ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
錦
ケ
丘
町　
松
島　
き
よ
み

《
選
評
》 

嫉
妬
「
自
分
よ
り
優
れ
て
い
る
と
感
じ
る

人
に
対
し
て
妬ね

た

み
や
嫉そ

ね

み
と
い
っ
た
感
情
を
抱
く
悪

徳
で
あ
る
」
と
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
で
は
解
説
し
て
い

ま
す
。
嫉
妬
を
良
い
方
に
利
用
し
て
金
メ
ダ
ル
を
勝

ち
取
っ
た
と
い
う
前
向
き
な
明
る
い
嫉
妬
で
し
た
。

優
し
さ
も
嫉
妬
も
同
じ
人
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
風
台　
　
　
西
田　
英
子

体
力
で
負
け
て
若
さ
に
嫉
妬
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
田　
　
　
　
　
清
井　
浩

嫉
妬
深
い
男
が
決
め
た
女
偏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
手
町　
　
　
笹
原　
秀
計

や
け
酒
は
同
僚
の
昇
進
聞
い
た
あ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
台　
　
　
　
髙
橋　
潔

目
は
笑
い
マ
ス
ク
の
下
で
す
る
歯
噛
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
台　
　
　
二
宮　
章
子

さ
せ
た
い
な
亡
夫
に
嫉
妬
泣
い
た
ぶ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
の
里　
久
多
里　
ス
マ
子

風
聞
に
背
中
向
け
て
い
る
嫉
妬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選　
者　
吟

※
２
月
号
は
「
短
歌
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
12
月
31
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

川
柳
富
柳
会　
山
野　
寿
之
選

　
　
　
今
月
の
宿
題
「
嫉
妬
」
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